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１．キット内容

２．履帯の組み立て

タミヤ模型さんから今月初旬に発売された「1/35ミリタリーミニチュアシリーズ№３４８　ソビ
エト自走砲　ＳＵ-７６Ｍ」を製作します。

Ｔ７０軽戦車がベースとなっ
ているので車体は小振りです
が、戦闘室内が丸見えとなる
オープントップなので、主砲
や砲弾その他の細かいパーツ
がセットされており、車体の
割にはパーツ数は多く感じま
す。
また、履帯はベルト方式では
なく連結組み立て方式となっ
ています。
その他には、クリアパーツ、
デカール、ワイヤーロープ用
の糸が付属しています。



３．塗装

４．車体の組み立て

５．履帯の組み付け

履帯は、接地面の部分はワン
ピースですが、他の部分は連
結組み立て式で、前部と後部
に上部の弛んでいる部分の４
パーツで構成されています。
弛みを再現するための治具も
付属しており、指定の数の履
帯を連結し、流し込みタイプ
の接着剤で接着します。接着
剤が固まる前に治具に乗せ、
指で軽く押さえつけると簡単
に弛んだ履帯が再現すること
ができます。

車体、ロードホイールはタミ
ヤのオキサイトレッドサー
フェーサーを吹き付け(ソビ
エトの戦車の下地塗装は何色
か知りませんが…）乾燥後に
オリーブグリーンで塗装しま
す。砲弾はシルバーを塗装後
にクリアイエローを吹き付け
砲弾らしくしておきます。
履帯は指示どおりダークアイ
アンで塗装します。

車体のオリーブグリーンが乾
燥すればデカールを貼り付け
ます。
足回りの汚しは、ロードホ
イール、履帯を組み付けると
少し面倒なので、この時点で
汚しておくと良いと思いま
す。
車体の組み立ては、何の問題
も無く、組立て説明図どおり
に進めれます。さすがタミヤ
さん！！



６．主砲の組み立て

７．車体まわり完成

履帯は先にも触れましたが、
写真のように４つのパーツで
構成されています。それぞれ
のパーツを連結し接着しま
す。

自然な弛みの履帯が簡単に再
現できます。

主砲はポリキャップで車体と
接合するようになっています
ので、車体と別々に製作する
ことができ、製作中の破損な
どのトラブルを避けられま
す。
主砲の組立ても組立て説明図
どおり進めます。もちろん何
の問題もありません。
組み上がれば、オキサイト
レッドサーフェーサー→オ
リーブグリーンで塗装。組立
て説明図の指示に従い細かい
部分を塗り分けます。

車体と主砲をスコッ！とはめ
ると車体まわりは完成です



８．泥遊び

９．フィギュアの組み立て

１０．フィギュアのお化粧

ると車体まわりは完成です。

タミヤさんのウェザリングス
ティック、ウェザリングマス
ターとスミ入れ塗料を使用し
汚し塗装をおこないます。
私にとって戦車模型製作作業
で一番楽しい作業で、いつも
調子に乗って汚し過ぎてしま
います。皆さんは程々に！
泥遊びが終われば、履帯の接
地面や、擦れて塗料の剥げを
再現するのにシルバーでドラ
イブラシをし、エナメルのハ
ルレッドなどで錆を描き込み
ます。最後にウェザリングス
テイックを水で溶き、筆に含
ませて指で弾いて泥ハネを再
現します。

通常の戦車なら上半身でけの
フィギュアがセットされてい
ますが、オープンカーなので
全身像のフィギュアが３体も
付属しています。
左から砲手、ローダー、コマ
ンダーです。コマンダーは阿
波踊りや盆踊りを踊っている
わけではありません。
可哀そうですが串刺しにサー
フェーサーを吹き付けます。
頭部はこの時点では接着しな
い方が扱いやすいと思いま
す。



１１．総員配置！！

完成写真

狭い狭い戦闘室内なのに、何
の工夫もしなくても３体の
フィギュアをそれぞれの持ち
場に就かせることができま
す。
コマンダーも仕事をサボって
踊ることなく、ええ仕事して
はります。

組立て説明図どおりに塗装し
ます。別に塗装した頭部を接
着し、ローダーには砲弾を持
たせます。
塗装が終われば、ウェザリン
グマスターのマットとライト
サンドを軽く撫ぜ付けて、少
し着込んだ服の再現をしてお
きます。
やっぱり右端のコマンダーは
踊ってるし、顔はどこかの大
統領によく似ていると思いま
す…










